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為實現YAMAHA 發動機集團之企業目的即「創造感動的企業」，集團將「落實全球化

企業社會責任」列入經營理念之㇐。作為主管及全體同仁必須遵守的行動基準即「倫

理行動規範」，其中已明確宣示我們會遵守國內外相關之獨占禁止法、競爭法等確保

公平競爭之法令(以下簡稱「競爭法」)，並以公平之方法、手段獲得利益，展開公平之

企業活動，亦在集團「供應商CSR Guide Line」中，明確記載所應遵守各國、各地區之

競爭法並進行公平交易。為了於YAMAHA 發動機集團全體供應鏈中徹底推進落實公平

交易，而制定了「YAMAHA 發動機集團競爭法遵守方針」。 

(★本方針所指之競爭法，其對應之台灣法令為「公平交易法」。) 

 

1.公平交易 

YAMAHA 發動機集團將遵守適用於國內外之獨占禁止法、競爭法等確保公平競爭之法

令，並禁止以不當手段、方法來獲取利益，以確保公平交易之進行。YAMAHA 發動機

集團若發現有聯合壟斷、圍標等其他違背公平競爭等違法行為，將依「法令遵守為最

優先」原則，斷然拒絕並採取向相關當局報告等必要措施。 

 

2. 禁止與競爭業者間之不公平行為 

YAMAHA 發動機集團將遵守與其他競爭業者為公平競爭時之相關重要事項，如價格、

數量、販賣地區、技術開發、供應商、客戶、競標等所適用之相關法令，不從事如價

格協定、生產調整、市場分割、圍標等違反法令之不公平競爭行為（下稱簡「聯合壟

斷」）。此外，為防止發生有與他社進行聯合壟斷之疑慮，如無正當理由時，將限制

與業務相關之競爭業者往來（不限定為任何方式，包含情報交換等），即便於業務上

有正當理由亦會進行適當之管理。至於加入由競爭業者間所組成之業界團體時，以預

防聯合壟斷之觀點，亦將就其參加與否做好管理。 

 

3. 禁止與客戶間進行不公平交易 

YAMAHA 發動機集團，針對價格、販賣地區、販賣方法等與客戶進行公平交易相關之

重要事項，皆遵守該適用之法律，亦不會進行限制轉售價格或其他不正當買賣約定及

差別待遇等違反法令之行為。此外，為防止有發生不正當交易之疑慮，亦推動關於公

平交易之指導方針。 

 

 



4.法遵相關體制 

YAMAHA發動機集團在全球風險與法遵管理委員會中，審議法遵計劃並監控其執行狀

況，並將結果向董事會報告。作為其中㇐環，由社長任命的首席風險與法遵長（CRCO）

領導下，法務部門與各部門及集團各公司的管理部門相互合作，推動全球且有組織的

競爭法遵守活動。 

 

5.確保其有效性 

YAMAHA 發動機集團各社每年實施風險評估(Risk Assessment)、法遵意識調查，以確

認競爭法遵守活動等各項法遵施策之有效性。同時配合調查結果與社會趨勢，定期改

善競爭法遵守活動等各項法遵施策。更進㇐步發送「倫理行動規範GuideBook」搭配

與競爭法遵守相關之線上學習、法令研習、人事教育等資料，以利集團各社徹底落實

執行遵守競爭法。 

 

6.内部通報・諮詢窗口 

YAMAHA 發動機集團設置並運用內部通報專線(Hot Line)、其對象為日本YAMAHA 發

動機與集團日本國內各社所屬主管及全體同仁、海外集團各社高階主管。並就競爭法

之遵守於法務部門設置諮詢窗口，且同步於社內各部門及集團各社設置競爭法遵守推

進管理部門，以早期發現並適切對應違反競爭法之行為。 

 

7.違反競爭法時之相關措施 

YAMAHA 發動機集團對所屬主管及全體同仁，於恐有違反競爭法相關可能時，將迅速

展開必要調查，關係人將依相關規定接受懲處或嚴正訓誡，必要時回報相關當局。 

 

8.致全體供應商 

YAMAHA 發動機集團將透過「供應商CSR 方針」要求供應商協助配合遵守，期 

許 YAMAHA 發動機集團全體供應鏈共同推展公平之交易活動。 

 

代表取締役社長 設楽元文  

 

2021年7月1日 制定  

2025年７月1日 第2回改訂 



ヤマハ発動機グループ 競争法遵守方針 

ヤマハ発動機グループは、企業目的である「感動創造企業」を実現するため、経営

理念の㇐つとして「社会的責任のグローバルな遂行」を掲げています。そして、役

職員が遵守すべき行動基準を定める「倫理行動規範」では、国内外において適用さ

れる独占禁止法・競争法など、公正な競争を確保するための法令を遵守し、不当・

不正な手段による利益追求を排除し、公正な事業活動を行うことを宣言しています。

更に、「サプライヤーサステナビリティガイドライン」にも各国・地域の競争法を

遵守して公正な取引を行うことを明記し、ヤマハ発動機グループのサプライチェー

ン全体で公正な取引を推進しています。これらの取組みをさらにグローバルに徹底

して推進するために、「ヤマハ発動機グループ競争法遵守方針」を制定します。 

 

１．公正な取引 

ヤマハ発動機グループは、国内外において適用される独占禁止法・競争法など、公

正な競争を確保するための法令（以下「競争法」）を遵守し、不当・不正な手段に

よる利益追求を排除して、公正な取引を行います。ヤマハ発動機グループは、カル

テル、入札談合その他の公正な競争に反する法令違反行為を認知した場合、「コン

プライアンス最優先」に毅然とこれを拒否して、関連当局への報告等の必要な措置

を取ります。 

 

２．競合事業者との不公正な行為禁止 

ヤマハ発動機グループは、価格、数量、販売地域、技術開発、取引先、顧客、入札

その他競合事業者との公正な競争を行う上での重要な事項につき、適用される競争



法を遵守し、これらの法令に反して競合事業者と価格協定、生産調整、市場分割、

入札談合その他の不公正な行為（以下「カルテル等」）を行いません。また、カル

テル等の疑いを招く行為を行わないため、業務上の正当な理由なく競合事業者と接

触すること（手段を問わず、情報交換を含みます）を制限し、業務上の正当な理由

がある場合にもその適切な管理を推進します。業界団体など競合事業者と組成する

団体への参加も、カルテル等を予防する視点から参加可否などを管理します。 

 

３．取引先との不公正な行為禁止 

ヤマハ発動機グループは、価格、販売地域、販売方法など、取引先との公正な取引

を行う上での重要な事項につき、適用される競争法を遵守し、これらの法令に反し

て取引先に、再販売価格の拘束その他の不当な制約や差別的な取扱いなどの不公正

な行為を行いません。また、不公正な取引の疑いを招く行為を行わないため、公正

取引に関するガイドラインを推進します。 

 

４．コンプライアンス体制 

ヤマハ発動機グループでは、グローバルリスク・コンプライアンス経営委員会にお

いて、コンプライアンス遵守のための計画を審議し、その実行状況のモニタリング

を行っており、その結果が取締役会に報告されています。その㇐環として、代表取

締役社長が任命するチーフ・リスク・コンプライアンス・オフィサー（CRCO）の下、

法務部門と各部門およびグループ各社の管理部門が連携し、グローバルかつ組織的

な競争法遵守活動を推進します。 

 



５．有効性の確保 

ヤマハ発動機グループでは、グループ各社によるリスクアセスメントやコンプライ

アンス意識調査を毎年実施し、競争法遵守活動を含む各コンプライアンス施策の有

効性を確認します。また、調査の結果や社会の潮流を踏まえ、競争法遵守活動を含

む各コンプライアンス施策の定期的な改善を行います。更に、「倫理行動規範ガイ

ドブック」を配布すると共に、競争法遵守に関するEラーニングや法令研修・人事研

修などを通じて、競争法遵守の徹底をグループ各社で推進します。 

 

６．内部通報・相談窓口 

ヤマハ発動機グループでは、ヤマハ発動機およびグループ各社の全役職員に関する

通報を対象とする各ホットラインを整備・運用しており、また、競争法について、

法務部門が相談窓口を設けると共に各部門およびグループ各社に競争法の遵守を推

進する管理部門を設置しています。これらを通じて、競争法違反行為の早期発見と

適切な対応に努めていきます。 

 

７．競争法違反に対する措置 

ヤマハ発動機グループは、役職員による競争法違反に関する懸念事項を認識した場

合、迅速に必要な調査を実施し、関連規程に基づき関与者に対する懲戒処分その他

の厳正な措置を講じると共に、関連当局への報告等の必要な措置を取ります。 

 

８．お取引先の皆さま 

ヤマハ発動機グループでは、「サプライヤーサステナビリティガイドライン」など



を通じて、お取引先の皆さまにも競争法遵守へのご協力をお願いしており、これら

の活動を通じて、ヤマハ発動機グループのサプライチェーン全体で公正な取引の推

進に取り組みます。 

代表取締役社長 設楽元文 

2021年7月1日 制定 

2025年７月1日 第2回改訂 


